
【日清戦争】 No.1
＜朝鮮半島＞

１８９４ キリスト教反対
（東学党の乱）
↓

朝鮮が に応援を求める も朝鮮半島に兵を送る

対立

１８９４年７月 （豊島沖）
ぶ ん ど

１８９５ 日本の勝利 ⇒
・朝鮮の独立を認める ・遼東半島・台湾・澎湖列島

ほ う こ

・２億両（当時の国家予算の約3.6倍）の賠償金
↓

清の利権を広げたいロシアが中心

露・独・仏
↓

◆遼東半島の返還

ロシア：清から遼東半島の旅順と大連を租借 ⇒清の衰え
シベリア鉄道と結ぶ「東清鉄道」を作る権利 ※欧米の進出



【日清戦争後】 No.2
・朝鮮は清から独立
・日清間の琉球所属問題消滅 1909：

↓
清政府を倒そうとする動き

が を唱える

1911：武 昌での反乱をきっかけ
ウーチヤン

1912
↓

が臨時大総統
・清の皇帝退位（宣統帝）←第12代

（ラストエンペラー）

VS ←お金がなく外国に対抗するため
(軍閥) （革命派） 軍閥と手を結ぶ

→孫文を無視して独裁政治



【第一次世界大戦】 No.3

1914：サラエボ事件をきっかけ
↓

が起こる

VS
（連合国側） （同盟国側）

英・仏・露 独・伊・オーストリア

日本 ：日英同盟 1915：アメリカも参戦
日露協約

ヨーロッパが混乱している隙に

中華民国に対して

実際にはこの５箇条中国が大げさに世界に訴えた

１９１８

１９２０： 成立 ←アメリカ大統領 提案・ 米ソ加盟せず

１：ドイツが山東省に持っていた権益を日
本が継承すること。

２：関東州の租借期限を延長すること。
３：満鉄の権益期限を延長すること。
４：沿岸部を外国に割譲しないこと。
５：中国政府に政治経済軍事顧問として

日本人を雇用すること。

１９１７ 革命
皇帝退位

１９２２：
共和国連邦

（ ）
成立



【アジアの民族自決】 No.４

１９１９ の 「独立万歳」

１９１９ の
パリ講和会議に２１箇条取り消しを要求⇒却下

五・四運動が起こる
↓

１９１９： 結成

１９２１結成 と強力し独立の動き強める

※この頃インドでは 独立の気運高める

１９２１～２２ ←海軍軍縮条約
※１９２３（T１２）９／１

１９２９（S4）

伊
独

１９３３：米

英

露



【満州事変と満州国】 No.５

・１９２５：孫文の死
↓

次の国民党党首
１９２７（S2）南京に国民政府 樹立
１９２８ 中国をほぼ統一

・１９３１ をきっかけ←日本軍の言いがかり
↓

←日本が満州を占領

・１９３２ 設立
⇒日本の傀儡政権 初代皇帝 第１２代清の皇帝

↓ ラストエンペラ
満州国元首となる ⇒

⇒ １９３３：日本

軍部の発言強まる １９３２： 首相 暗殺

１９３６：



【第二次世界大戦へ】 Ｎｏ．６

・１９３６（Ｓ１１） ← 米英と対立

・１９３７ をきっかけに

が始まる

共産党 国民党
ＶＳ

日本に対抗するため
・１９３７

◆日本： 内閣

１９３８：

１９３９：

◆ドイツ １９３９ ⇒ 始まる



【第二次世界大戦】 Ｎｏ.７

ＶＳ 米： 大統領
↓ フランクリンルーズベルト ニュー・ディール政策の人

首相
英：

民主主義を守る
１９４１

包囲網 America Britain China Dutch

ドイツがフランスを降伏させる

１９４１：

内閣：米と戦争を決

日本：
朝鮮・台湾人を「皇国臣民」にする １９４２：ミッドウェー海戦敗北

１９４３：学徒出陣

１９４４：学童疎開

１９４５：沖縄戦

１９４３：イタリア降伏

１９４４：ノルマンディー上陸作戦
（パリをドイツから開放））

１９４５：ヒトラー自殺→ドイツは５月に降伏

１９４５年７月：ポツダム宣言

１９４５年８月１５日：終戦



【終戦後の中国・朝鮮】 Ｎｏ．８

・１９４５： 終戦

◆ ※終戦後も中国では内乱が続く

国民党 共産党
ＶＳ

↓ ↓
台湾へ 勝利

・１９４９ 成立

◆朝鮮半島
北緯３８度線

VS

１９４８ →1953 : 休戦 → 現在に続く

瀬下淳志
取り消し線
1950

瀬下淳志
ノート注釈
瀬下淳志 : Unmarked




